
対　象

後　援：成育こどもシンクタンク
事務局：国立成育医療研究センター研究所　政策科学研究部　　　Email： dhp@ncchd.go.jp

参加申込

オンライン・シンポジウム

下記URL またはQRコードより
お申し込みください。

父親支援や父親の健康、
ワークライフバランスに関心のある方

令和5年

14:00～16:３0
月 日2 14

（Zoom）

（予定）

厚労科研研究班３年間集大成シンポジウム

父親を取り巻く環境と父親支援のあり方
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各課題成果動画

参加費無料（要事前申込）
● 申込締切：２月８日

1月中旬公開予定

研究成果について、PDF または音声付きパワーポイント動画をご視聴いただけます。
本シンポジウムでは、こちらでご覧いただける研究成果を基に、一歩踏み込んだ内容の講演とゲスト
を交えてのディスカッションが行われます。

（火）
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研究班として ①父親支援に関するエビデンス創出、②自治体の実態把握・好事例調査、③諸外国の実態
に関する調査、④介入モデルの探索的検討、⑤父親の支援ニーズの把握、の 5つに取り組んでいます。
シンポジウムでは、その中から以下のプログラムで研究成果をもとに、外部から父親支援事業を実施し
ておられる自治体関係者や専門家をお招きして議論を深めていきます。

（自治体の母子保健・子育て支援・少子化対策など
の担当者、父親や子育て支援に関心のある専門家・
研究者、企業の人事担当者、育児に取り組んでいる・
取り組もうとしているパパ・ママなど）

父親支援がなぜ必要なのか、その意義やニーズについて、エビデンスや父親の声をもとに考える。

どんな方法で、どういった内容の父親支援を実施することができるのか、その実施方法やその
ポイントについて議論し、今後の全国各地での父親支援の実施・推進につなげる。

［第１部］父親支援の意義やそのニーズについて
座長：国立成育医療研究センター 社会医学研究部 室長・加藤承彦

［第２部］父親支援を行う際のポイントと好事例
座長：大阪教育大学 教育学研究科 教授・小崎恭弘

主　催：厚生労働科学研究費補助金 （成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業））
　　　　「わが国における父親の子育て支援を推進するための科学的根拠の提示と支援プログラムの提案に関する研究（代表研究者：竹原健二）」研究班


